
１ 学校の特色 

（１）学校の沿革 

 昭和 22 年 4 月 稲枝中学校・稲村中学校・葉枝見中学校の 3 校創立 

 昭和 23 年 10 月 愛西中学校として認可 

 昭和 25 年 4 月 本館竣工式 

 昭和 29 年 7 月 校旗樹立式 

 昭和 32 年 4 月 稲枝中学校と改称 

 昭和 32 年 10 月 創立 10 周年記念式典挙行  校歌制定 

 昭和 40 年 7 月 プール竣工式 

 昭和 52 年 12 月 創立 30 周年記念式典挙行 

 昭和 63 年 2 月 校舎改築ならびに創立 40 周年式典挙行 

 平成 9 年 11 月 創立 50 周年記念式典挙行 

 平成 13 年 12 月 武道場完成 

 平成 19 年 10 月 創立 60 周年記念式典挙行 

 

（２）校 訓 

 

 

  学校教育目標 

 

 

 

  合い言葉 

 

 

 志学 

創魂 

 

 

 

  生徒の「わたしたちの5つの約束」         

     

 

 

 

 

 

 

 

  本校の「一校一行」 

  

☆あいさつをしっかりする 

 ☆返事をしっかりする 

  ☆人の話をしっかり聞く 

  ☆時間を守る 

  ☆整理整頓をする 

  

  

  

  

  

  

  

  

  

 

未来を拓く 

心豊かでたくましい

生徒の育成 

 

 

 

  

 正しく 

  強く  

仲良く 

 

 

 

 

 

 

（３）教育指導の力点 

  １ 「五つの約束(教育の原点)」 

①あいさつ ②返事 ③聞く ④時間厳守 ⑤整理整頓 

  ２  伝え合う力の育成 

①特別支援教育の視点に立った授業改善 

 ②学習力、聞く･話す・読む・書くなどの基礎基本の徹底 

 ③伝え合える集団の育成 



  ３ 保･幼･小中学校の一貫した教育実践(稲枝教育推進協議会による) 

       ①子どもの発達を踏まえた教育 

 ②学習規律や学習習慣の定着  

       ②基礎的生活習慣の定着による豊かな心の育成 

 

２ 生徒活動の特色 

（１） 生徒会活動の紹介 

 稲枝中学校生徒会の伝統を引き継いで、中央委員会を中心に自治的な活動を進めています。学

校生活がより良い方向に向けられるように活動しています。 

 

（２） 行事紹介 

 稲枝中学校独自のいろいろな行事を行っています。 

   ＜壮行会＞                 ＜稲中広場＞               ＜親子活動＞ 

     

  

 

 

 

 

 

    ＜体育祭＞                 ＜合唱コンクール＞      ＜文化祭＞ 

 

 

 

 

 

    

 

  ＜職場体験＞ 

 

 

 

 

 

 

 

（３） 部活動紹介 

 ほぼ全員の生徒が部活動に入り、毎日練習に励んでいます。自分なりの、そして自分たちの目

標に向かって部長を中心にまとまって活動をしています。 

 剣道部、バスケットボール部は県でも上位の成績を収めています。また、バドミントン部、卓



球部、バレーボール部も上位を目指してがんばっています。吹奏楽部も中部日本の本大会に出場

する活躍を見せてくれています。美術部もたくさんの賞を毎年獲得します。 

  

  野球部 陸上競技部 バレーボール部 バスケットボール部 バドミントン部 

  剣道部 ソフトテニス部 卓球部 吹奏楽部 美術部 園芸部  

 

３ 校内研究・研修   

（１）研究主題 

 

教科等 

 

研    究    主   題 

 

記 事 

 

各教科等
 

 

 

 
確 か な 学び と 豊か な 心の 育 成を め ざし て                           

－伝 え 合 う 力 を 高 め る た め の 授 業 の 改 善                       － 

 

 
 

 

 

（２）研究の内容 

 ○ 研究仮説 

 

ア：経年評価により生徒一人ひとり

  の学習の実態を明らかにし、個

  を大切にした学習指導や学習の

  習慣の工夫を検討し、確かな学

  びの方法を模索する。 

イ：各教科で示された伝え合う力を 

  積極的に取り入れた授業を行う

  また、表現させる機会や学習環

  境の充実を図る。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・生徒は仲間とともに落ち着いた環境で 

学習することができるようになる。 

・生徒は自分に自信を持って意欲的に学 

習に取り組むことができるようになる。 

・生徒は自分の考えを見つめ、自分の考 

えや表現を他にわかるように伝えたり、 

友達の意見に耳を傾け、理解しようとした

りすることができるようになる。 

 

 

 

  ○研究内容 

 ア 低学力の向上 

 

 

 

 

 イ 伝え合う力の育成 

 

 

 

 

 

・国語、算数の学力テストを実施し対象生徒を抽出する。（１年生） 

・対象生徒の個に応じた学習指導を計画し、担任と協力して実施する。 

                                                    （全学年） 

・学習支援や家庭学習の習慣づくりをめざした取り組みを検討する。 

                                                    （全学年） 

・「伝え合う力」の育成を目指した授業を通して、各教科における 

「伝える力」（表現力、書く力、聞く力）を身につけさせ、 

さらに学校生活などで実践させる。 

・生徒指導、特別活動、総合的な学習の時間と連携して、 

「伝え合う力」育成のための「グループワークトレーニング」を実施

する。 

・意欲を持って発言、発表できる学習環境を工夫し、実践する。 



 

（３）研究・研修計画 （２年次） 

  月  日 校 内 研 究 職員研修（昨年度の例） 

  ４ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 ６ 

 

 

 

 

 

 

 

20 

 

・職員会議（校内研究会） 

  研究主題・内容についての検討 

   研究組織・計画の検討 

  学年部会 

  研究授業希望調査 

  教科部会 

    研究授業「伝え合う力」について 

・学力調査の実施 

・校内研究会、研究部会 

  研究の内容、計画の立案 

 

 

 

・生徒指導のための職員研修 

         （生指、特支、教相） 

 

 

 

 

 

  ５ 

 

 

  

 

 

・校内研究会、研究部会 

（発表に向けての取組内容確認） 

 

・人権問題職場研修 

・生徒指導のための職員研修 

         （生指、特支、教相） 

  ６ 

 

 15 ＊授業研究会①（１年） 

・Ｑ－Ｕテストの実施 

・特別支援教育研修 

 

  ７ 

 

 

 

 

６ 

 

 

 

 

・授業、学校評価アンケートの実施 

・校内研究会 

   研究経過の確認と今後の取組検討 

・学力調査・アンケートの結果集約、考察 

・学級集団作り(Q-Uテスト分析)研修 

 

 

 

 

 

  ８ 

 

 

 

４ 

19 

24 

 

・校内研究会、研究部会 

  ２学期の取組とまとめ方 

 教科部会 

  学年部会（道徳の指導案検討） 

・人権問題職場研修 

・不祥事防止職員研修 

・グループワーク研修 

・道徳指導研修 

  ９ 28 ・教科部会・校内研究会、研究部会  

１０ 26 ＊授業研究会②（３年） ・（道徳授業研究会） 

１１ 

 

 

30 

 

25 

・校内研究会、研究部会 

  紀要について、本年度のまとめ 

・稲枝の子どもを語る会 

 

 

 

１２  １ ・研究紀要校正と完成  

  １ 

 

19 

19 

＊公開授業研③（２年） 

 研究発表会 

・学級集団作り(Q-Uテスト)研修 

・言語活動の充実（記念講演） 

  ２ 

 

22 

 

・研究推進委員会 

    本年度のまとめ、次年度の方向性 

 

 

  ３ 

 

15 

 

・職員会議（校内研究会） 

 次年度研究計画の提案 

 

 



授  業  改 善  の  工 夫  

 

（４）研究構想  

   研究主題 

確かな学びと豊かな心の育成をめざして                                      

－伝え合う力を高めるための授業の改善                              － 

 

 

 

 

                        

 

            学習支援・学習規律・表現する力・書く力・聞く力 

 

 

 

 

        低学力対応部会       調査・分析部会     「伝え合う力」検討部会 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

基礎的な力を育てる  

 

 

 

 

 

標準学力調査の分析  

 

 

 

 

 

「伝え合う力」を育てる  

 

 

   

・学力レベルの分類 

・個の実態の把握 

・学力レベルに応じた資

 料の作成 

・個を大切にした学習指

 導（学習支援） 

・基礎学力の定着をめぜ

 す。 

・家庭学習における習慣

 づくり 

 

 

・分析の仕方の検討 

・活用方法の検討 

・つまずきの発見 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・「伝え合う力」を探る 

・学習指導案の中への 

 「伝えあう力」の盛り

 込み方を検討 

・「伝え合う力」を取り

 入れた授業の検討 

・特別活動、総合的な学

 習の時間との連携の仕

 方の検討 

 （グループワーク） 

・発言、発表しやすい学

 習環境の工夫の検討 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

    

教科主任会・各教科部会 

 

  


